令和８年度　内子町商工会人材育成支援事業実施要領
１．事業目的
内子町商工会の会員事業所が抱えている個別経営課題や業務の改善、幅広い人材育成などの問題解決を図るため、中小企業大学校（広島校）等が実施する研修会への参加者に対し、その受講料の一部を助成することにより、小規模事業者の経営支援の一助とする。
２．対象者

　　商工会員及び事業に専従するその家族、従業員
３．対象となる研修及び期間
　　中小企業大学校（広島校）、国・地方公共団体及びその関連団体並びに各業界の全国組織等において実施される研修のうち令和８年４月～令和９年２月末までに実施される研修への受講に限る。
４．助成金
　　研修受講料の助成金は、1事業所あたり年間３万円までとする。
（３万円以下の受講料の場合は、その額とする。）
【拡充項目】

新分野や事業継続への展開に必要な「特殊な資格」取得費用や高額な研修費用などに要する材育成費用については、厳正な審査を経て、上限額を１０万円に拡充する。
なお、補助率は個人事業主２/３、法人１/３とする。

※高額とは１受講（１人あたり）15万円以上のもの
５．自己負担額
　　旅費（宿泊費）及び食事代については、自己負担とする。
６．実施方法

　　助成希望者は、各研修実施者の定める開催要領により各々で申込を行うとともに、（様式１）を商工会へ提出。商工会は、事務局並びに会長と協議の上、助成の可否を申込者に通知。受講終了後、(様式２)により商工会へ助成金を請求し、商工会より研修助成金を振り込むものとする。
７．助成金請求について

　　助成金請求の期限については、事業実施後30日以内、もしくは令和９年３月10日（水）までとする。
（様式１）

令和　　年　　月　　日
　　　内子町商工会

　　　会長　池田　央　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FAX　　　　　　　　　　　　　　　）　
令和８年度 内子町商工会人材育成支援事業における受講申込書
　　　　　　　　　　　　の実施する研修を受講したく、下記のとおり申し込みます。

	受講者氏名
	

	研修主催者名
	

	研修名
	

	研修期間
	

	研修日程
	

	受講料
	


　

（記 入 例）

受講者氏名　　○○　○○○
研修主催者名　中小企業大学校　広島校
研修名　　　　キャッシュフローによる財務分析と評価の仕方

研修期間　　　２日間コース

研修日程　　　令和○年○月○日（　）～○日（　）

受講料　　　　２１，０００円

（様式２）

令和　年　月　日

　　　内子町商工会

　　　会長　池田　央　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FAX　　　　　　　　　　　　　　　）　
令和８年度 内子町商工会人材育成支援事業における助成金請求書
　　　　　　　　　　　　　研修が終了しましたので、関係資料を添えて、内子町商工会人材育成支援事業による助成金を下記のとおり請求いたします。
請求金額　　　　　　　円

＜振込口座＞　会社の口座をご記入ください。

	金融機関名
	
	支 店 名
	

	種　別
	当座・普通
	口座番号
	

	口座名義
	
	
	


（添付資料）
    ・研修受講料領収書の写し
　　・研修資料
提出期限：事業実施から30日以内、もしくは令和９年３月10日（水）








